
主担当 評価の観点 達成度判断基準
児童の
評価

保護者の
評価

地域の方の評
価

教員の
評価

達成度
（判定）

後期の方向性
（改善計画等）

学校運営協議会委員に
よる意見

授業において「自ら
考えるための手立
て」や「学び合うため
の工夫」を意識して
指導している。

教職員アンケートで８
０％以上

100% Ａ

・前期の結果を受け、研
究の成果と課題を職員と
共有し、共通実践を進め
てきた。特に「学び合い」
のための実践に今後も
継続して取り組んでいく。

自分の考えを友達
に伝えることができ
る。

児童アンケートで８０％
以上

89% Ａ
・90％をきっているが、高
学年の肯定的評価は上
がった。来年度に向け、
さらに「表現する」ことに
重点的に取り組む。

イ ★タイムマネジメン
トを意識し，「振り
返り」や「適用問
題」の時間を確保
する。

授業において，「振り
返り」や「適用問題」
の時間を確保してい
る。

教職員アンケートで８
０％以上

100% Ａ

学び合いや振り返り、適
用問題の時間を十分取
れるよう意識して授業作
りを行った。導入を短く、
教師の発話量を減らし、
発問を精選することで時
間の確保ができた。

G
I
G
A

担
当

ウ より主体的な学習
となるために１人１
台端末を効果的に
活用したICT教育
の実践推進

１人１台端末を活用
した授業を計画的に
行っている。

１人１台端末を活用した
授業を週に１～２回行っ
ている

100% Ａ

月１回のタブレットに関す
る校内研修で、教師のタ
ブレット操作への知識が
増えたことにより、授業に
おける1人１台端末の活
用が促進された。今後も
効果的な端末活用法を
共有していく。

エ 家庭学習の習慣づ
けを図る。（１０分
×学年）

学年に応じた家庭学
習の仕方が定着し，
進んで取り組んでい
る。

１０分×学年の時間をク
リアした割合が９０％以
上
児童・保護者アンケート
「自分で計画を立ててい
る」で８０％

86% 89% 94% Ａ

・家庭での学習習慣が十
分身についていない児童
が若干名見られる。目標
とする学年の学習時間
や、計画を立てて勉強す
ること等、具体的な姿を
共有し、家庭学習の意識
を高めていく。

オ 読書に親しむ習慣
化を図る。

朝読書や学年に応
じた必読書を設定す
ることで，本を読む
習慣をつけ，質の高
い本を読んでいる。

年間　次の数値以上
低学年は１５０冊
中学年は１００冊
高学年は８０冊 80% Ｂ

図書委員会のイベントが
功を奏し、本を借りる児
童が増えた。一方で、本
を借りない児童が固定化
している。担任に声をか
けてもらいながら読書の
よさを実感させていきた
い。

ア ★いじめや問題行
動の早期発見・早
期対応・事後の確
認，継続指導（観
察）を徹底する。

問題行動が起きる
前に，児童と積極的
に関わり，生徒指導
主事を中心とした
チーム対応で家庭と
連携を図り，問題解
決ができるようにし
ている。

教職員アンケートの結果
が９０％以上
S:「いじめはどんな理由
があってもいけないと思
う」「いじめをしていない」
が９０％以上
P：「学校のいじめの未然
防止や早期発見の取組
が伝わってくる」が８０％
以上

100% 89% 100% Ａ

・アンケートの結果からだ
けでなく、日頃の些細なト
ラブルであっても、学校
の対応や指導を確実に
保護者に伝えていく。そ
して保護者との協力関係
を築く。
・いじめが疑われるとき
には、すぐに情報の収
集、共有をおこない、組
織的に対応していく。

イ あいさつを通して
他者との関わりを
持たせる。

家庭や地域であいさ
つする習慣が身に
ついている。
学校内でお客さんに
出会ったときにあい
さつができる。

三者のアンケートの評価
の割合が８０％以上
児童・教職員アンケート
の結果が９０％以上 99% 99% 85% 100% Ａ

・あいさつがより良いもの
となるよう、児童が中心と
なって様々な取り組みを
企画していく。
・あいさつの質の向上の
ために、各学級や集会の
場を活用して、継続的に
指導をしていく。

ウ ★配慮を要する児
童への指導や支
援の在り方につい
て児童理解の会等
を通して共通理解
を図る。

配慮を要する児童に
対して，組織的に取
り組めている。

教職員アンケートの結果
が９０％以上

100% Ａ

・よりよい人間関係づくり
につながる活動を、学年
をまたいで行っていく。
・児童のがんばりを認
め、どのように褒めること
が効果的かを見取ってい
く。
・生活目標の取組方を見
直し、より児童の自己肯
定感や自己有用感につ
ながるものにしていく。

エ 豊かな心をはぐく
む道徳教育の充実
を図る。

道徳の授業を通し
て，道徳的な判断
力，実践力が高まっ
ている。

S:「道徳の授業で，内容
項目について考えてい
る」が８０％以上
T：「道徳では，年間指導
計画に基づき，計画的に
授業を行っている」が１０
０％

96% 100% Ａ

・９月・１０月と指導主事
を要請した研究授業が２
回行われ、道徳の授業
づくりについて学ぶこと
ができた。今後は児童の
道徳的な判断力・実践力
を教育活動全体におい
ても発揮できるよう指導
していきたい。

養護教諭と連携し
て，食育や視力低下
防止の授業及び活
動を推進している。

児童・保護者アンケート
「朝食を食べている」が８
０％以上 97% 99% Ａ

「早寝・早起き・朝ご
飯」，または「視力低
下防止」を意識して
生活できる。

学校独自の「はっぴ～貯
金」の調査で就寝時刻を
守ることが５日間のうち４
日できたが８０％以上

92% Ａ

イ 「体力づくり１校１
プラン」による体力
と運動能力の向上
を図る。

各学年で，スポチャ
レに取り組んだり，
苦手種目を意識した
活動を取り入れてい
る。

教職員アンケートの実施
で８０％以上

100% Ａ

・かけ足タイム、なわとび
チャレンジ、８の字とび大
会など計画的に行えた。
特に８の字とび大会が盛
り上がり、今後も継続し
ていきたいイベントとなっ
た。

4

教職員
の働き
方改革
の推進

教
務
部

ア 業務の軽重，会議
や行事の精選を工
夫し，組織的運営
を推進する。（「四
協」で取り組む）

県全体で行っている
勤務時間調査にお
ける勤務時間が昨
年度を下回る。

勤務時間調査

Ｒ５
２７．０
‐１１．５

Ａ

・特別日課の活用、学期
末の時間調整等により、
勤務時間内で、教材研
究や学級事務を行う時
間が確保できた。

総合的な学習や生
活科等で地域の素
材や人材を生かした
授業を行っている

教職員アンケートの実施
で９０％以上

100% Ａ

総合的な学習や生
活科等で地域の学
習に楽しく取り組ん
でいる。

児童アンケートの実施で
８０％以上

96% Ａ

イ 「学校運営協議
会」の効果的な運
用，学校関係者評
価を生かした学校
経営を実施する。

家庭や地域との連
携に際し，積極的に
学校コーディネー
ターや学校運営協
議会を活用してい
る。

教職員アンケートで８
０％以上
委員アンケートの実施で
８０％以上 100% Ａ

・学校運営協議会で出た
意見や評価を職員で共
有し、よりよい学校になる
ように、取組を考え実行
していく。

令和５年度　かほく市立大海小学校　学校評価　最終報告書
経営目標 取組内容

1

確かな
学力の
育成

学
習
指
導
部

ア 「自ら考えるための
手立て」「学び合う
ための工夫」を研
究の重点とし，授
業改善に努める。

大海小は昔か
ら、先生方の手
厚い指導のおか
げで、児童の自
己評価が高い
のだと思う。大
海のよさを継続
して欲しい。
1人１台端末の
使用について、
大海小の児童
が大変慣れてい
ることに驚いて
いる。
「質の高い本は
だれが、どのよ
うな基準で選ん
でいるのか」が
気になった。司
書の先生が学
年に合った本を
選び、教室に配
置してくれてい
ることがわかり、
納得した。
次年度１５０周
年に向けて、さ
まざまな動きが
あることがわ
かった。

学
習
指
導
部

2

いじ
め，不
登校や
問題構
造の未
然防止
と特別
支援教
育の充
実

生
徒
指
導
部

肯定的評価が
高いのは、大海
小のとてもよい
ところ。先生方
が、１人１人に
対してきめ細や
かに指導してく
ださっているお
かげである。「学
校へ行くのが楽
しい」と回答する
児童が今後さら
に増えるように、
がんばってほし
い。
地域でのあいさ
つはよくできて
いるとは思う。た
だ集団登下校で
はできている
が、１人になると
あいさつするこ
とに対して消極
的になる一面も
ある。あいさつ
の大切さを引き
続き指導して
いってほしい。

3

生活習
慣の定
着と運
動能力
の向上

保
健
安
全
部

ア 家庭と連携し，生
活習慣の定着を図
る。（早寝・早起き・
朝ご飯，視力低
下）

・習い事のある日とない
日で、寝る時刻のめあて
を調整するなど、自分の
生活リズムにあった就寝
時刻を考えることができ
る児童が増えてきた。
・就寝時刻に関しては保
護者の意識が大きく影響
するため、児童だけでな
く保護者と話をしていく。

マラソン大会で
は、走る児童に
向けて、沿道で
保護者やこども
園の園児達・地
域の方が応援
する様子が見ら
れ、微笑ましい。

5

コミュ
ニティ
スクー
ル事業
の推進

教
務
部

学
校
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー

タ
ー

ア 地域素材を生かし
た学習に積極的に
取り組む。

・学校ＣＮと連携して今後
も活用場面を考えてい
く。活動を義務的に終わ
らせるのではなく、児童
の「やりたい」を引き出
し、「学んでよかった」が
生まれる活動になるよう
に、事前事後の指導を充
実させる。

今年度もコーディ
ネーターの池田さ
んがよく動いてくだ
さり、充実した学
習が数多く行えて
いた。ＧＴで呼ばれ
るのを楽しみにし
ている地域の方も
おられる。今後も
地域人材をうまく
活用して、児童の
心に残る活動を
行っていって欲し
い。


